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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作

成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正すべき

との申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 9318:1999 は改正

され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格（案）       JIS 
 C 9318：0000 
 

抵抗溶接装置－水冷二次ケーブル 
Resistance welding equipment-Water-cooled secondary connection cables 

 
序文 

この規格は，2021 年に第 1 版として発行された ISO 8205 を基とし，技術的内容を変更して作成した日

本産業規格である。 

なお，この規格で附属書 JA は，対応国際規格の 11.6 を参考に変更し，附属書として記載した事項であ

る。また，点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差異の一覧

表にその説明を付けて，附属書 JB に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，ポータブルトランスとポータブルスポット溶接機とを接続するために使用する二線式及び

単線式の水冷二次ケーブルの仕様について規定する。これらの仕様には，ケーブルの電気的特性，機械的

特性及び冷却特性の要求事項並びにそれらの試験手順が含まれる。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO 8205:2021，Resistance welding equipment－Water-cooled secondary connection cables（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 
二線式水冷二次ケーブル（double-conductor connection cable） 

溶接ポータブルトランスの二次側端子と溶接装置（ポータブルガン又はロボットガン）との間を電気的

に接続する相互に絶縁された 2 経路の導線を 1 本のホースに組み込み，できるだけリアクタンスを小さく

した可とう性のある水冷式のケーブル 

3.2 
単線式水冷二次ケーブル（single-conductor connection cable） 
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ポータブルトランスの二次側端子と溶接装置（ポータブルガン又はロボットガン）との間を電気的に接

続する 1 経路の導線を 1 本ホースに組み込んだ可とう性のある水冷式のケーブル 

4 種類 

4.1 二次端子の形状 

二線式水冷二次ケーブルは，二次端子の形状に基づいて，タイプ A-1 及びタイプ A-2 の 2 種類に分類し，

その形状は図 1 による。 

単線式水冷二次ケーブルは，二次端子の形状に基づいて，タイプ C-1，タイプ C-2 及びタイプ D の 3 種

類に分類し，その形状は図 2 による。 

4.2 抵抗及びリアクタンス 

二線式水冷二次ケーブルは，A-1 又は A-2 に分類する二線式水冷二次ケーブルの力率は，0.95 を超える

値とする。 

5 寸法 

5.1 二線式水冷二次ケーブル 

5.1.1 断面積 

導体 1 本当たりの断面積は，次のいずれかによる。 

－ 100 mm2 

－ 150 mm2 

－ 160 mm2 

－ 200 mm2 

－ 250 mm2 

－ 315 mm2 

5.1.2 長さ 

ケーブルの長さ L は，次のいずれかによる。長さの許容差は  %଴ାଵ とする。推奨されない値は，括弧内に

示す。 

－ 1 000 mm 

－ 1 200 mm 

－ 1 250 mm 

－ (1 500 mm) 

－ 1 600 mm 

－ (1 800 mm) 

－ 2 000 mm 

－ (2 240 mm) 
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－ 2 400 mm 

－  2 500 mm 

－ (2 800 mm) 

－ 3 000 mm 

－ 3 150 mm 

－ 3 500 mm 

－ (3 550 mm) 

－ 4 000 mm 

5.1.3 二次端子 

二次端子は，接続ケーブルの種類ごとに図 1 及び表 1 による。 
 

単位 mm 

 
a) タイプ A-1 
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 b) タイプ A-2 

記号説明 
1：表示 
2：絶縁カバー 
3：絶縁板 
4：端子の極性マーク 
表面粗さの単位は，マイクロメートル（μm）とする。 
 

図 1－二次端子 
 

表 1－寸法（二線式水冷二次ケーブル） 
単位 mm 

断面積 
（mm2） 

b d （最大値） 
タイプ A-1 タイプ A-2 タイプ A-1 タイプ A-2 

100 — 35~41 — 46 
150 35~38 35~41 56 52 
160 35~38 — 56 — 
200 42~45 35~41 63 54 
250 45~48 — 63 — 
315 45~48 — 63 — 

 

5.2 単線式水冷二次ケーブル 

5.2.1 断面積 

導体 1 本当たりの断面積は，次のいずれかによる。 

－ 150 mm2 

－ 160 mm2 

－ 180 mm2 

－ 200 mm2 

－ 250 mm2 
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－ 315 mm2 

5.2.2 長さ 

ケーブルの長さ L は，次のいずれかとする。長さの許容差は  %଴ାଵ とする。推奨されない値は，括弧内に

示す。 

－ 500 mm 

－ 630 mm 

－ 800 mm 

－ 1 000 mm 

－ 1 250 mm 

－ (1 500 mm) 

－ 1 600 mm 

－ (1 800 mm) 

－ 2 000 mm 

－ (2 240 mm) 

－ 2 500 mm 

－ (2 800 mm) 

－ 3 150 mm 

－ (3 550 mm) 

－ 4 000 mm 

5.2.3 二次端子 

二次端子は，接続ケーブルの種類ごとに図 2 及び表 2 による。 
 

単位 mm 

 
a) タイプ C-1 
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b) タイプ C-2 

 

 
c) タイプ D 

記号説明 
1：表示 
2：絶縁カバー 

 表面粗さの単位は，マイクロメートル（μm）とする。 

図 2－二次端子 
 

表 2－寸法（単線式水冷二次ケーブル） 
単位 mm 

断面積（mm2） a b d1 d2 
(150) 15 27 25 35 
160 15 27 25 35 

(180) 15 27 25 35 
200 15 27 25 35 
250 18 30 28 40 
315 18 32 32 42 

 

6 表示 

この規格の全ての要求事項に適合する二次ケーブルには，一方の端末の二次端子に，銘板及びこの規格

番号の参照を除き，箇条 7 に規定する呼び方で，消えないように表示する。 

例 1 断面積が 2×200 mm2 で長さが 2 500 mm のタイプ A-1 の二線式水冷二次ケーブルは，次のように

表示する。 

A-1 - 2 × 200 - 2 500 
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例 2 200 mm2 の断面積及び 2 500 mm の長さのタイプ C-1 の単線式水冷二次ケーブルは，次のように表

示する。 

C-1 - 200 - 2 500 

製造業者及び／又は供給業者の名称又は商標を明確に表示する。 

7 製品の呼び方 

この規格の要件に適合する接続ケーブルの呼び方は，次の情報を次に規定する順序で指定する。 

a) 銘板 ［例えば，“二線式水冷二次ケーブル”，“単線式水冷二次ケーブル”］ 

b) この規格番号 JIS C 9318 

c) 接続ケーブルの種類（タイプ A-1，タイプ A-2，タイプ C-1，タイプ C-2，又はタイプ D） 

d) 平方ミリメートルで示す接続ケーブルの断面積（mm2） 

e) ミリメートルで示す接続ケーブルの長さ（mm） 

例 1 断面積が 2×200 mm2 で長さが 2 500 mm のタイプ A-1 の二線式水冷二次ケーブルは，次のように

呼ぶ。 

JIS C 9318 - A-1 - 2 × 200 - 2 500 

例 2 200 mm2 の断面積及び 2 500 mm の長さのタイプ C-1 の単線式水冷二次ケーブルは，次のように呼

ぶ。 

JIS C 9318 - C-1 - 200 - 2 500 

8 材料 

材料は，製造業者が選択する。ただし，水冷二次ケーブルにはシリコンが含まれてはならない。 

絶縁カバー及び絶縁板は，燃焼時に有毒ガスを発生する成分が含まれてはならず，最高 100 ℃の温度ま

で損傷なく耐えなければならない。 

9 電気的特性 

9.1 一般 

電気的特性は，断面積の一つの関数及び長さとしての理論値として示される。理論値は，ケーブルを流

れる許容溶接電流及び電圧降下を算出するためだけに与えられ，合格判定値ではない。 

9.2 等価連続電流 

二線式水冷二次ケーブル及び単線式水冷二次ケーブルの等価連続電流 I2P の値は，表 3 及び表 4 による。

任意の使用率 X における二次電流 IX は，式(1)から算出することが可能である。 
 𝐼௑ = 𝐼ଶ௉ඨ100𝑋   ······················································ (1) 

なお，誘導発熱が発生する場合又は他の要因によって必要とする場合，その値が低減することを考慮し
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なければならない。 
 

表 3－二線式水冷二次ケーブルの等価連続電流 I2P 
単位 A 

長さ 
（mm） 

断面積（mm2） 
2×100 2×150 2×160 2×200 2×250 2×315 

1 000 6 200 7 500 8 000 9 000 10 000 11 200 
1 250 5 700 6 700 7 100 8 000 9 000 10 000 

(1 500) 5 300 6 300 6 500 7 300 8 200 9 200 
1 600 5 100 6 000 6 300 7 100 8 000 9 000 

(1 800) 4 800 5 600 6 000 6 700 7 500 8 500 
2 000 4 600 5 300 5 600 6 300 7 100 8 000 

(2 240) 4 300 5 000 5 300 6 000 6 700 7 500 
2 500 4 000 4 750 5 000 5 600 6 300 7 100 

(2 800) 3 800 4 500 4 750 5 300 6 000 6 700 
3 150 3 600 4 250 4 500 5 000 5 600 6 300 

(3 550) 3 300 4 000 4 250 4 750 5 300 6 000 
4 000 3 000 3 750 4 000 4 500 5 000 5 600 

注記 1 推奨されない長さは括弧内に示されている。 
注記 2 入口温度 30 ℃，出口温度 70 ℃で，水の流量 7 L/min で算出。 

 

表 4－単線式水冷二次ケーブルの等価連続電流 I2P 
単位 A 

長さ 
（mm） 

断面積（mm2） 
150 160 180 200 250 315 

500 13 200 14 000 15 000 16 000 18 000 20 000 
630 12 500 12 500 14 000 14 000 16 000 18 000 
800 11 200 11 200 12 000 12 500 14 000 16 000 

1 000 9 500 10 000 10 600 11 200 12 500 14 000 
1 250 8 500 9 000 9 500 10 000 11 200 12 500 

(1 500) 8 000 8 500 9 000 9 700 10 800 11 900 
1 600 7 500 8 000 8 500 9 000 10 000 11 200 

(1 800) 7 100 7 500 8 000 8 500 9 500 10 600 
2 000 6 700 7 100 7 500 8 000 9 000 10 000 

(2 240) 6 300 6 700 7 100 7 500 8 500 9 500 
2 500 6 000 6 300 6 700 7 100 8 000 9 000 

(2 800) 5 600 6 000 6 300 6 700 7 600 8 500 
3 150 5 300 5 600 6 000 6 300 7 100 8 000 

(3 550) 5 000 5 300 5 600 6 000 6 700 7 500 
4 000 4 750 5 000 5 300 5 600 6 300 7 100 

注記 1 推奨されない長さは括弧内に示されている。 
注記 2 入口温度 30 ℃，出口温度 70 ℃で，水の流量 7 L/min で算出。 

 

9.3 抵抗 

導体の抵抗値は，表 5 及び表 6 による。 

実際には，メーカー及び材料によって数値が高くなる場合があることを考慮しなければならない。 
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表 5－二線式水冷二次ケーブルの抵抗値 
単位 μΩ 

長さ 
（mm） 

断面積（mm2） 
2×100 2×150 2×160 2×200 2×250 2×315 

1 000 160 140 125 100 80 63 
1 250 200 170 160 125 100 80 

(1 500) 245 200 190 150 118 95 
1 600 265 224 200 160 125 100 

(1 800) 300 250 224 180 140 112 
2 000 330 265 250 200 160 125 

(2 240) 370 300 280 224 180 140 
2 500 410 335 315 250 200 160 

(2 800) 460 375 355 280 224 180 
3 150 520 425 400 315 250 200 

(3 550) 580 475 450 355 280 224 
4 000 650 530 500 400 315 250 

注記 1 推奨されない長さは括弧内に示されている。 
注記 2 抵抗値は，ρ：0.018 5 Ω·mm2/m＋10 %で計算され，最も近い標準数に丸められる。 
注記 3 温度 30 ℃における抵抗値 

 

表 6－単線式水冷二次ケーブルの抵抗値 
単位 μΩ, 

長さ 
（mm） 

断面積（mm2） 
150 160 180 200 250 315 

500 67 63 56 50 40 32 
630 85 80 71 63 50 40 
800 106 100 90 80 63 50 

1 000 140 125 112 100 80 63 
1 250 170 160 140 125 100 80 

(1 500) 200 190 170 150 125 95 
1 600 212 200 180 160 125 100 

(1 800) 250 224 200 180 140 112 
2 000 280 250 224 200 160 125 

(2 240) 300 280 250 224 180 140 
2 500 335 315 280 250 200 160 

(2 800) 375 355 315 280 224 180 
3 150 425 400 355 315 250 200 

(3 550) 475 450 400 355 280 224 
4 000 530 500 450 400 315 250 

注記 1 推奨されない長さは括弧内に示されている。 
注記 2 抵抗値は，ρ：0.018 5 Ω·mm2/m＋10 %で計算され，最も近い標準数に丸められる。 
注記 3 温度 30 ℃における抵抗値 

 

10 電気的特性試験 

10.1 形式試験 
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10.1.1 絶縁抵抗の測定 

この試験はケーブルの冷却路中に水がない状態で行い，直流電圧 48 V 以上を 1 分間印加し，絶縁抵抗を

測定する。 

10.1.2 二線式水冷二次ケーブルのインピーダンスの測定 

端子に交流電圧（できるだけ正弦波）U を印加し，校正された電流計でケーブルを流れる電流 I を測定

することによって，30 ℃のケーブルのインピーダンス Z を式(2)から算出する。 
 𝑍 = 𝑈𝐼   ······················································ (2) 

 
ここで， U： 周波数 50 Hz 及び 60 Hz の正弦波の交流電圧 
 I： ケーブルを流れる電流 

10.1.3 ケーブルの抵抗測定 

端子に直流電圧 Ud を印加し，ケーブルを流れる電流 Id を測定することによって，水が入っていない状

態における 30 ℃のケーブルの抵抗 R を式(3)から算出する。 
 𝑅 = 𝑈ௗ𝐼ௗ   ······················································ (3) 

10.1.4 二線式水冷二次ケーブルの力率の測定 

10.1.2 及び 10.1.3 で得られた値を用いて，ケーブルの力率（cosφ）を式(4)から算出する。 
 COSφ= 𝑅𝑍  ······················································ (4) 

10.2 二線式水冷二次ケーブルの受渡検査 

絶縁抵抗値は 3 MΩ 以上とする。 

絶縁抵抗試験は 10.1.1 による。 

11 機械的特性試験 

11.1 一般 

全ての機械的特性の試験は，形式試験とする。 

試験におけるケーブルへの給水の例を，図 3 に示す。 

試験実施時には，各接続部に水漏れがあってはならない。 
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 説明記号 
1：減圧弁 
2：ストップバルブ 
3：流量計 
4：圧力計 
5：被測定ケーブル 
6：閉栓 
 

図 3－ケーブルへの給水例 
 

11.2 耐水圧試験 

図 3 に示すように，ケーブル下流側の水路を閉じ，上流側から給水し，ケーブルに十分冷却水が満たさ

れたことを確認した後，上流側の排水路を閉じ，735 kPa の水圧を 6 分間負荷する。 

11.3 流量試験 

流量は，次の手順で連続的に試験する。 

－ ケーブルを水平面上にまっすぐに敷設した状態［図 4 a)参照］。 

－ ケーブルを水平面上に置き，曲率半径 300 mm で曲げた状態［図 4 b)参照］。 

－ ケーブル内を水が循環している状態で，例えば両方のバルブを開いて（図 3，説明記号 2 参照），上流

圧力が 0.1 MPa 以上の場合は，圧力を 0.07 MPa に下げる。 

適切な流量計を用いて流量を測定する（図 3，説明記号 3 参照）。 

合否判定は，製造業者が指定する流量が流れていることを確認する。 
 

単位 mm 

 

図 4－流量測定におけるケーブル状態 
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11.4 可とう性試験 

11.4.1 一般 

二線式水冷二次ケーブル及び単線式水冷二次ケーブルで規定する断面積及び長さをもつ同じ仕様のケー

ブルにおける代表的ケーブルと考えられる断面積 200 mm2，長さ 2 500 mm の二線式水冷二次ケーブルで

行う。 

11.4.2 ケーブルの固定 

ケーブルの一方の端子を縦と横に伸びる目盛付き定規を取り付けた装置に固定し，もう一方の端子は自

由に垂れ下がるようにする（図 5 参照）。 

ケーブルの両端それぞれについて試験を行う。 
単位 mm 

 

 

 1) 2) 
a) 試験装置 b) 曲率半径の決定 

 

図 5－曲率半径の測定 
 

11.4.3 測定 

二つの目盛付き定規を用い，A，B 及び C の各点での x 座標が 0 mm，150 mm 及び 300 mm に対応する

それぞれの y 座標値を測定する。座標の原点 A は，ケーブル端子にある固定穴の軸とその正中面との交点

であり，B 点及び C 点はケーブルの軸上に位置している（図 5 参照）。 

11.4.4 試験結果の解釈 

A，B 及び C の 3 点を通る円の円弧を幾何学的構成によって判断する。円弧の半径は，曲率半径とみな

さなければならない［図 5 b)参照］。 

注記 C 点の縦座標が 300 mm 以上になる場合，B 点の縦座標がゼロ（0）と異なるとすれば，曲率半径

は 300 mm 以下とみなされる。 

合否判定は，製造業者が指定する曲率半径となることを確認する。 

11.5 ねじれ性試験 
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11.5.1 一般 

この試験では，断面積 200 mm2，長さ 1 250 mm の二線式水冷二次ケーブルを用いる。二線式水冷二次ケ

ーブルで規定する断面積又は長さをもつ同じ仕様のケーブルにおける代表的ケーブルとみなして試験する。 

11.5.2 ねじり試験方法 

エンドラグを回転運動及び上下運動に関して動かないとみなし，ケーブルをこのエンドラグで固定して

垂直につり下げる。ケーブルのケーブル端子に 500 N±50 N の力を回転フォークカップリング及び圧力シ

リンダーによって加える。ケーブルには 150 kPa の圧力で水を満たす（図 6 参照）。 
 

 
 説明記号 
1：ケーブル 
2：弾性確認装置 
3：シリンダー引張荷重 500 N 
4：エンドラグ 
 

図 6－ねじり試験方法 
 

11.6 耐久試験 

ロボット用二線式水冷二次ケーブルの耐久試験を行う場合の試験手順を，附属書 JA（参考）に示す。 

注記 対応国際規格では，耐久試験を規定しているが，我が国のロボット溶接機では既に二線式水冷二

次ケーブルを使用する方式は採用されなくなっているため，試験手順を附属書 JA（参考）に残し

４ 
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た。 

11.7 試験報告 

試験報告には，次の内容を記載する。 

a) この規格 JIS C 9318 

b) 接続ケーブルの種類 

c) 試験結果 

d) 結果に影響を与えた要因 

12 発送条件 

ケーブルは特に端子部及び水冷穴に適切な保護をして，発送しなければならない。 

ケーブルは，きつい曲がり又はループの長さによってケーブルがゆが（歪）むようなこん包又は供給は

してはならない。 
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附属書 JA 
（参考） 

二線式水冷二次ケーブルの耐久試験 

JA.1 耐久試験 

JA.1.1 原理 

二線式水冷二次ケーブルの寿命及び経時的な電気抵抗の変化を評価する。 

ケーブルは，通常使用時に発生し得る変位・傾き・ねじれを再現できる試験装置に固定し，ポータブル

トランスから電源供給して，冷却する。その後，各種動作及びパルス電流の通電を所定回数組み合わせた

サイクル試験を行う。 

JA.1.2 耐久試験装置 

試験装置の例を，図 JA.1 に示す。 

JA.1.3 耐久試験条件 

ケーブルの断面積に応じて表 JA.1 から耐久試験条件を選択する。 

冷却回路は，圧力 0.07 MPa に調整する。 

冷却水量は 7 L/min とする。 

表 JA.1－耐久試験条件 

ケーブル断面積 
 

mm2 

電流の波高値 
I 

kA 

電流のパルス幅 
t1 

s 

パルス周期幅 
t2 

s 

台車の前進時間 
t3 

s 

試験サイクル時間 
t4 

s 
100a) 15 0.35 4.6 138 145 
150 16 0.24 4.6 138 145 
160 16 0.24 4.6 138 145 
200 19 0.4 4.6 138 145 
250 19 0.4 4 120 127 
315 24 0.5 6 180 187 

注 a) 製造元からのデータがない場合，このケーブルは電流を流さない状態で試験される。 
 

JA.1.4 耐久試験サイクル 

耐久試験サイクル 1 周期において，表 JA.1 に示す条件によって，次の動作を行う。 

1) 表 JA.2 に示す始動位置から，表 JA.3 に示す移動距離の台車が前進移動を 1 回行う。 

2) 正方向に 90°ねじり回転させて開始位置に戻し，逆方向に 90°ねじり回転させて開始位置に戻す動

作を 15 回繰り返す。 

3) 90°の角度で前方に揺動させた後，反対方向に揺動させて開始位置に戻る動作を 10 回行う。 

4) 表 JA.1 に示す電流の波高値及び電流のパルス幅で通電を 30 回行う。 

5) 台車を開始位置に戻す後退移動を 1 回行う。 
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サイクルの開始は台車の前進動作の開始として，サイクルの終了は台車が開始位置に戻った時点とする。 

試験サイクルのチャートを図 JA.2 に示す。 

試験は，水漏れが生じたとき，ケーブルの破断が起きたとき若しくは最初の故障の兆候が現れたとき，

又は受渡当事者間で協定した所定のインピーダンス値になったときに終了する。 
 

単位 mm 

 
 

 

 

a) 正面図 b) 側面図 

説明記号 
1：ポータブルトランス 
a：ねじり 
b：揺動 
c：前進 
d：後退 
e：台車の始動位置 

図 JA.1－耐久試験装置 
 

表 JA.2－台車始動位置 
単位 mm 

ケーブル長さ L 1 500 2 000 2 400 2 500 
台車の始動位置 e 600 850 1 050 1 100 

 

表 JA.3－台車移動距離 
単位 mm 

ケーブル長さ L 1 500 2 000 2 400 2 500 
台車の移動距離 0 350 450 450 
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JA.1.5 試験記録 

2 000 サイクルごとにケーブルのインピーダンス Z を測定し，インピーダンス Z と試験サイクル数 N と

の関係のグラフを描く。 

実施したサイクル数及び故障の性質を記録する。 
 

 

 記号説明   
C：台車  ：台車の後退 
T：ねじり  ：逆方向のねじり回転 
B：揺動  ：後方揺動 

I ：電流  ：台車の前進 
t1：電流のパルス幅  ：正方向のねじれ回転 
t2：パルス周期幅  ：前方揺動 

t3：台車の前進時間   
t4：試験サイクル時間   
 

図 JA.2－試験サイクルのチャート 
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附属書 JB 
（参考） 

JIS と対応国際規格との対比表 
 

JIS C 9318 ISO 8205:2021，（MOD） 

 
a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

10.1.1 10.1.1 追加 国内で流通する絶縁抵抗試験機には，試験

電圧を直流 48 V 以上に設定できるものがあ

るため，国内での実用性を考慮し，“以上”

を追加した。 

次回の ISO 規格の見直し

の際，修正を提案する。 

11.3 11.3 追加 国内では，製造業者が指定する流量が確保

されていることを確認する運用が一般的で

あり，流量低下に起因する異常発熱を防止

するうえで有効である。このため，安全性確

保を目的として追加した。 

次回の ISO 規格の見直し

の際，修正を提案する。 

11.4.4 11.4.4 変更 注記の数値表現については，従来の JIS に

おける表現との整合を図るため，対応国際

規格の“greater than”及び“less than”を，

それぞれ“以上”及び“以下”に変更して記

載した。 

国際規格の表現との整合

について継続的に検討す

る 

11.4.4 11.4.4 追加 国内では，製品に要求される可とう性を保

証するため，試験により得られた曲率半径

が製造業者の指定値を満足することを確認

する運用が一般的であるため，追加した。 

次回の ISO 規格の見直し

の際，修正又は削除を提

案する。 

11.5.2，図 6 11.5.2，図 6 追加 ケーブルの固定方法をより明確に規定する

ため，ISO 規格の表現を，従来の JIS で用

いている表現に変更した。 

次回の ISO 規格の見直し

の際，修正又は削除を提

案する。 
附属書 JA 11.6 変更 当初，ロボットでの使用時の耐久性を評価

するために耐久試験を行っていたが，現在，

ロボットでの使用はほとんどないため，必

要性がないと判断して要求事項を参考事項

に変更し，本体から削除して，附属書 JA（参

考）に移した。 

次回の ISO 規格の見直し

の際，修正又は削除を提

案する。 

注記 1 箇条ごとの評価欄の用語の意味を，次に示す。 
－ 追加：対応国際規格にない規定項目又は規定内容を追加している。 
－ 変更：対応国際規格の規定項目又は規定内容を変更している。 

注記 2 JIS と対応国際規格との対応の程度の全体評価の記号の意味を，次に示す。 
－ MOD：対応国際規格を修正している。 

 
 




